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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アクセス端末において動作可能なモデムデバイスであって、
　無線通信インタフェースと、
　前記無線通信インタフェースに関する無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコルス
タックを実施するように構成されたメモリデバイスと、
　前記無線通信インタフェースおよび前記メモリデバイスに通信可能に結合された処理回
路と、
　を備え、前記処理回路が、
　前記無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコルスタックからの無線広域ネットワー
ク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタすることと、
　前記モニタされた無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報に基づいて、前記
処理回路に提供される少なくとも１つのハードウェア動作パラメータを調整するかどうか
決定することであって、処理回路リソースの使用の増加を予想して、前記処理回路に提供
される前記少なくとも１つのハードウェア動作パラメータを調整するかどうか予測するこ
とを含む、決定することと、
　前記処理回路の物理動作を制御するために、前記モニタされた無線広域ネットワーク（
ＷＷＡＮ）プロトコル情報に応答して、前記処理回路に提供される前記少なくとも１つの
ハードウェア動作パラメータを調整することと、
　を行うように構成された、モデムデバイス。
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【請求項２】
　前記処理回路が、モデムプロセッサを備える、請求項１に記載のモデムデバイス。
【請求項３】
　前記処理回路がさらに、
　前記処理回路または前記メモリデバイスに結合されたメモリバスのうちの少なくとも１
つのアクティビティレートを測定し、
　前記無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報に加えて、前記処理回路または
前記メモリバスのうちの前記少なくとも１つの前記アクティビティレートに応答して、前
記処理回路に提供される前記少なくとも１つのハードウェア動作パラメータを調整する、
　ように構成される、請求項１に記載のモデムデバイス。
【請求項４】
　前記処理回路が、前記処理回路に関するアイドルなクロックサイクルの割合を測定する
ことによって前記処理回路の前記アクティビティレートを測定するように構成される、請
求項３に記載のモデムデバイス。
【請求項５】
　前記処理回路が、前記メモリバス上の読取／書込コマンドの量と前記読取／書込コマン
ドを実行するための平均遅延時間を測定することによって前記メモリバスの前記アクティ
ビティレートを測定するように構成される、請求項３に記載のモデムデバイス。
【請求項６】
　前記処理回路が、ダウンリンク物理トランスポートブロックサイズ、アップリンクスケ
ジューリング許可、自動再送要求（ＡＲＱ）ウィンドウサイズ、または送信バッファステ
ータスのうちの少なくとも１つをモニタすることによって、前記無線広域ネットワーク（
ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタするように構成される、請求項１に記載のモデムデバ
イス。
【請求項７】
　前記処理回路が、前記モデムデバイスおよびアクセスノード間において伝達される１つ
または複数のシグナリング／制御メッセージに関するシグナリング／制御チャネルをモニ
タすることによって、前記無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタす
るように構成される、請求項１に記載のモデムデバイス。
【請求項８】
　前記処理回路に提供される前記少なくとも１つのハードウェア動作パラメータを調整す
ることが、前記処理回路に供給される電圧または前記処理回路のクロック周波数のうちの
少なくとも１つを調整することを含む、請求項１に記載のモデムデバイス。
【請求項９】
　前記処理回路は、前記処理回路の前記クロック周波数が増加する場合、前記処理回路に
供給される前記電圧を増加させるように構成される、請求項８に記載のモデムデバイス。
【請求項１０】
　前記処理回路は、前記処理回路に供給される前記電圧が減少する場合、前記処理回路の
前記クロック周波数を減少させるように構成される、請求項８に記載のモデムデバイス。
【請求項１１】
　処理回路のパフォーマンスレベルを管理するための、モデムデバイスにおいて使用可能
な方法であって、前記方法は、
　無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコルスタックからの無線広域ネットワーク（
ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタすることと、
　前記モニタされた無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報に基づいて、前記
処理回路に提供される少なくとも１つのハードウェア動作パラメータを調整するかどうか
決定することであって、処理回路リソースの使用の増加を予想して、前記処理回路に提供
される前記少なくとも１つのハードウェア動作パラメータを調整するかどうか予測するこ
とを含む、決定することと、
　前記処理回路の物理動作を制御するために、前記モニタされた無線広域ネットワーク（
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ＷＷＡＮ）プロトコル情報に応答して前記処理回路に提供される前記少なくとも１つのハ
ードウェア動作パラメータを調整することと、
　を備える、方法。
【請求項１２】
　処理回路またはメモリバスのうちの少なくとも１つのアクティビティレートを測定する
ことと、
　前記無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報に加えて、前記処理回路または
前記メモリバスのうちの前記少なくとも１つの前記アクティビティレートの前記少なくと
も１つに応答して前記処理回路に提供される前記少なくとも１つのハードウェア動作パラ
メータを調整することと、
　をさらに備える、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記処理回路の前記アクティビティレートを測定することが、前記処理回路に関するア
イドルなクロックサイクルの割合を測定することを備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記メモリバスの前記アクティビティレートを測定することが、前記メモリバス上の読
取／書込コマンドの量、および前記読取／書込コマンドを実行するための平均遅延時間を
測定することを備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタすることが、ダウンリ
ンク物理トランスポートブロックサイズ、アップリンクスケジューリング許可、自動再送
要求（ＡＲＱ）ウィンドウサイズ、または送信バッファステータスのうちの少なくとも１
つをモニタすることを含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタすることが、
　ダウンリンク物理トランスポートブロックサイズに関する前記無線広域ネットワーク（
ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタすることと、
　前記ダウンリンク物理トランスポートブロックサイズを発見することと、
　前記発見されたダウンリンク物理トランスポートブロックサイズに関連する処理回路パ
フォーマンスレベルを識別することと、
　を含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタすることが、
　アップリンクスケジューリング許可に関する無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロト
コル情報をモニタすることと、
　前記アップリンクスケジューリング許可を発見することと、前記発見されたアップリン
クスケジューリング許可に関連する処理回路パフォーマンスレベルを識別することと、
　を含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　前記無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタすることが、
　自動再送要求（ＡＲＱ）ステータスに関する前記無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プ
ロトコル情報をモニタすることと、
　自動再送要求（ＡＲＱ）未処理ウィンドウサイズを決定することと、
　前記自動再送要求（ＡＲＱ）未処理ウィンドウサイズに関連する処理回路パフォーマン
スレベルを識別することと、
　を含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１９】
　前記無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタすることが、
　送信バッファステータスに関する前記無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情
報をモニタすることと、
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　前記送信バッファステータスを発見することと、
　前記発見された送信バッファステータスに関連する処理回路パフォーマンスレベルを識
別することと、
　を含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項２０】
　前記無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタすることが、前記モデ
ムデバイスおよびアクセスノード間において伝達される１つまたは複数のシグナリング／
制御メッセージに関するシグナリング／制御チャネルをモニタすることを含む、請求項１
１に記載の方法。
【請求項２１】
　前記処理回路に提供される前記少なくとも１つのハードウェア動作パラメータを調整す
ることは、前記処理回路に供給される電圧または前記処理回路のクロック周波数のうちの
少なくとも１つを上方にまたは下方に調整することを備える、請求項１１に記載の方法。
【請求項２２】
　前記処理回路の前記クロック周波数が増加する場合、前記処理回路に供給される前記電
圧を増加させることをさらに備える、請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記処理回路に供給される前記電圧が減少する場合、前記処理回路の前記クロック周波
数を減少させることをさらに備える、請求項２１に記載の方法。
【請求項２４】
　無線端末において動作可能なモデムデバイスであって、
　無線通信を送信することまたは受信することのうちの少なくとも１つのための手段と、
　無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコルスタックからの無線広域ネットワーク（
ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタするための手段と、
　前記モニタされた無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報に基づいて、処理
回路に提供される少なくとも１つのハードウェア動作パラメータを調整するかどうか決定
するための手段であって、処理回路リソースの使用の増加を予想して、前記処理回路に提
供される前記少なくとも１つのハードウェア動作パラメータを調整するかどうか予測する
ための手段を含む、決定するための手段と、
　前記処理回路の物理動作を制御するために、前記モニタされた無線広域ネットワーク（
ＷＷＡＮ）プロトコル情報に応答して前記処理回路に提供される前記少なくとも１つのハ
ードウェア動作パラメータを調整するための手段と、
　を備える、モデムデバイス。
【請求項２５】
　前記処理回路が、モデムプロセッサを備える、請求項２４に記載のモデムデバイス。
【請求項２６】
　前記処理回路またはメモリバスのうちの少なくとも１つのアクティビティレートを測定
するための手段と、
　前記モニタされた無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報に加えて、前記処
理回路または前記メモリバスのうちの前記少なくとも１つの前記アクティビティレートに
応答して前記処理回路に提供される前記少なくとも１つのハードウェア動作パラメータを
調整するための手段と、
　をさらに備える、請求項２４に記載のモデムデバイス。
【請求項２７】
　前記処理回路の前記アクティビティレートを測定する場合、前記処理回路に関するアイ
ドルなクロックサイクルの割合を測定するための手段をさらに備える、請求項２６に記載
のモデムデバイス。
【請求項２８】
　前記メモリバスの前記アクティビティレートを測定する場合、前記メモリバス上の読取
／書込コマンドの量および前記読取／書込コマンドを実行するための平均遅延時間を測定
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するための手段をさらに備える、請求項２６に記載のモデムデバイス。
【請求項２９】
　前記無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタする場合、ダウンリン
ク物理トランスポートブロックサイズ、アップリンクスケジューリング許可、自動再送要
求（ＡＲＱ）ウィンドウサイズ、または送信バッファステータスのうちの少なくとも１つ
をモニタするための手段と、
　前記処理回路の物理動作を制御するために、(a)前記モニタされた無線広域ネットワー
ク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報および(b) ダウンリンク物理トランスポートブロックサイ
ズ、アップリンクスケジューリング許可、自動再送要求（ＡＲＱ）ウィンドウサイズ、ま
たは送信バッファステータスのうちの少なくとも１つに応答して前記処理回路に提供され
る少なくとも１つのハードウェア動作パラメータを調整するための手段と、
　をさらに備える、請求項２８に記載のモデムデバイス。
【請求項３０】
　前記無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタする場合、前記モデム
デバイスおよびアクセスノード間において伝達される１つまたは複数のシグナリング／制
御メッセージに関するシグナリング／制御チャネルをモニタするための手段をさらに備え
る、請求項２４に記載のモデムデバイス。
【請求項３１】
　前記処理回路に供給される電圧または前記処理回路のクロック周波数のうちの少なくと
も１つを上方にまたは下方に調整するための手段をさらに備える、請求項２４に記載のモ
デムデバイス。
【請求項３２】
　プロセッサパフォーマンスレベルを管理するための、モデムデバイスにおいて使用可能
な１つまたは複数の命令を備える非一時的なプロセッサ読取可能媒体であって、
　前記１つまたは複数の命令は、プロセッサによって実行されると、前記プロセッサに、
　無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコルスタックからの無線広域ネットワーク（
ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタすることと、
　前記無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報に応答して、処理回路に提供さ
れる少なくとも１つのハードウェア動作パラメータを調整するかどうか決定することであ
って、処理回路リソースの使用の増加を予想して、前記処理回路に提供される前記少なく
とも１つのハードウェア動作パラメータを調整するかどうか予測することを含む、決定す
ることと、
　前記処理回路の物理動作を制御するために、前記モニタされた無線広域ネットワーク（
ＷＷＡＮ）プロトコル情報に応答して前記処理回路に提供される前記少なくとも１つのハ
ードウェア動作パラメータを調整することと、
　をさせる、非一時的なプロセッサ読取可能媒体。
【請求項３３】
　前記処理回路がモデムプロセッサを備える、請求項３２に記載のプロセッサ読取可能媒
体。
【請求項３４】
　前記プロセッサによって実行されると、前記プロセッサに、
　処理回路またはメモリバスのうちの少なくとも１つのアクティビティレートを測定する
ことと、
　前記無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報に加えて、前記処理回路または
前記メモリバスのうちの前記少なくとも１つの前記アクティビティレートに応答して前記
処理回路に提供される前記少なくとも１つのハードウェア動作パラメータを調整すること
と、
　をさせる、前記モデムデバイス上で使用可能な１つまたは複数の命令をさらに備える、
請求項３２に記載のプロセッサ読取可能媒体。
【請求項３５】
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　前記プロセッサに、前記処理回路の前記アクティビティレートを測定させる、前記モデ
ムデバイス上で使用可能な前記１つまたは複数の命令が、前記プロセッサに、前記処理回
路のアイドルなクロックサイクルの割合を測定させる、前記モデムデバイス上で使用可能
な１つまたは複数の命令を備える、請求項３４に記載のプロセッサ読取可能媒体。
【請求項３６】
　前記プロセッサに、前記メモリバスの前記アクティビティレートを測定させる、前記モ
デムデバイス上で使用可能な前記１つまたは複数の命令が、前記プロセッサに、前記メモ
リバス上の読取／書込コマンドの量および前記読取／書込コマンドを実行するための平均
遅延時間を測定させる、前記モデムデバイス上で使用可能な１つまたは複数の命令を備え
る、請求項３４に記載のプロセッサ読取可能媒体。
【請求項３７】
　前記プロセッサに、前記無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタさ
せる、前記モデムデバイス上で使用可能な前記１つまたは複数の命令が、前記プロセッサ
に、
　ダウンリンク物理トランスポートブロックサイズ、アップリンクスケジューリング許可
、自動再送要求（ＡＲＱ）ウィンドウサイズ、または送信バッファステータスのうちの少
なくとも１つをモニタすることと、
　前記処理回路の物理動作を制御するために、(a)前記モニタされた無線広域ネットワー
ク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報および(b) ダウンリンク物理トランスポートブロックサイ
ズ、アップリンクスケジューリング許可、自動再送要求（ＡＲＱ）ウィンドウサイズ、ま
たは送信バッファステータスのうちの少なくとも１つに応答して前記処理回路に提供され
る少なくとも１つのハードウェア動作パラメータを調整することと、
　をさせる前記モデムデバイス上で使用可能な１つまたは複数の命令を備える、請求項３
２に記載のプロセッサ読取可能媒体。
【請求項３８】
　前記プロセッサに、前記無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタさ
せる、前記モデムデバイス上で使用可能な前記１つまたは複数の命令が、前記プロセッサ
に、前記モデムデバイスおよびアクセスノード間において伝達される１つまたは複数のシ
グナリング／制御メッセージに関するシグナリング／制御チャネルをモニタさせる、前記
モデムデバイス上で使用可能な１つまたは複数の命令を備える、請求項３４に記載のプロ
セッサ読取可能媒体。
【請求項３９】
　前記プロセッサに、前記少なくとも１つの動作パラメータを調整させる、前記モデムデ
バイス上で使用可能な前記１つまたは複数の命令が、前記プロセッサに、前記処理回路に
供給される電圧または前記処理回路のクロック周波数のうちの少なくとも１つを上方にま
たは下方に調整させる、前記モデムデバイス上で使用可能な１つまたは複数の命令を備え
る、請求項３４に記載のプロセッサ読取可能媒体。
【請求項４０】
　アクセス端末において動作可能なモデムデバイスであって、
無線通信インタフェースと、
　前記無線通信インタフェースに関する無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコルス
タックを実施するように構成されたメモリデバイスと、
　前記無線通信インタフェースおよび前記メモリデバイスに通信可能に結合された処理回
路と、
　を備え、前記処理回路が、
　前記無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコルスタックからの無線広域ネットワー
ク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタすることと、
　前記メモリデバイスに結合されたメモリバスのアクティビティレートを、前記メモリバ
ス上の読取／書込コマンドの量、および前記読取／書込コマンドを実行するための平均遅
延時間を測定することによって測定することと、
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　前記処理回路の物理動作を制御するために、(a)前記モニタされた無線広域ネットワー
ク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報および(b) 前記メモリバスの前記アクティビティレートに
応答して前記処理回路に提供される少なくとも１つのハードウェア動作パラメータを調整
することと、
　を行うように構成された、モデムデバイス。
【請求項４１】
　処理回路のパフォーマンスレベルを管理するための、モデムデバイスにおいて使用可能
な方法であって、前記方法は、
　無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコルスタックからの無線広域ネットワーク（
ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタすることと、
　前記モデムデバイスに結合されたメモリバスのアクティビティレートを、前記メモリバ
ス上の読取／書込コマンドの量、および前記読取／書込コマンドを実行するための平均遅
延時間を測定することによって測定することと、
　前記処理回路の物理動作を制御するために、(a)前記モニタされた無線広域ネットワー
ク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報および(b) 前記メモリバスの前記アクティビティレートに
応答して前記処理回路に提供される少なくとも１つのハードウェア動作パラメータを調整
することと、
　を備える、方法。
【請求項４２】
　無線端末において動作可能なモデムデバイスであって、
　無線通信を送信することまたは受信することのうちの少なくとも１つのための手段と、
　無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコルスタックからの無線広域ネットワーク（
ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタするための手段と、
　前記モデムデバイスに結合されたメモリバスのアクティビティレートを、前記メモリバ
ス上の読取／書込コマンドの量、および前記読取／書込コマンドを実行するための平均遅
延時間を測定することによって測定するための手段と、
　処理回路の物理動作を制御するために、(a)前記モニタされた無線広域ネットワーク（
ＷＷＡＮ）プロトコル情報および(b) 前記メモリバスの前記アクティビティレートに応答
して前記処理回路に提供される少なくとも１つのハードウェア動作パラメータを調整する
ための手段と、
　を備える、モデムデバイス。
【請求項４３】
　プロセッサパフォーマンスレベルを管理するための、モデムデバイスにおいて使用可能
な１つまたは複数の命令を備える非一時的プロセッサ読取可能媒体であって、
　前記１つまたは複数の命令は、プロセッサによって実行されると、前記プロセッサに、
　無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコルスタックからの無線広域ネットワーク（
ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタすることと、
　前記モデムデバイスに結合されたメモリバスのアクティビティレートを、前記メモリバ
ス上の読取／書込コマンドの量、および前記読取／書込コマンドを実行するための平均遅
延時間を測定することによって測定することと、
　処理回路の物理動作を制御するために、(a)前記モニタされた無線広域ネットワーク（
ＷＷＡＮ）プロトコル情報および(b) 前記メモリバスの前記アクティビティレートに応答
して前記処理回路に提供される少なくとも１つのハードウェア動作パラメータを調整する
ことと、
　をさせる、非一時的なプロセッサ読取可能媒体。
【請求項４４】
　処理回路のパフォーマンスレベルを管理するための、モデムデバイスにおいて使用可能
な方法であって、前記方法は、
　無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコルスタックからの無線広域ネットワーク（
ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタすることであって、ダウンリンク物理トランスポート
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ブロックサイズ、アップリンクスケジューリング許可、自動再送要求（ＡＲＱ）ステータ
ス、および送信バッファステータスのうちの１つまたは複数をモニタすることを含む、モ
ニタすることと、
　前記ダウンリンク物理トランスポートブロックサイズ、発見されたアップリンクスケジ
ューリング許可、自動再送要求（ＡＲＱ）未処理ウィンドウサイズ、および発見された送
信バッファステータスのうちの１つまたは複数に関連する処理回路パフォーマンスレベル
を識別することと、
　前記処理回路の物理動作を制御するために、(a)前記モニタされた無線広域ネットワー
ク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報および(b) ダウンリンク物理トランスポートブロックサイ
ズ、アップリンクスケジューリング許可、自動再送要求（ＡＲＱ）ウィンドウサイズ、ま
たは送信バッファステータスのうちの少なくとも１つに応答して前記処理回路に提供され
る少なくとも１つのハードウェア動作パラメータを調整することと、
　を備える、方法。
【請求項４５】
　アクセス端末において動作可能なモデムデバイスであって、
　無線通信インタフェースと、
　前記無線通信インタフェースに関する無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコルス
タックを実施するように構成されたメモリデバイスと、
　前記無線通信インタフェースおよび前記メモリデバイスに通信可能に結合された処理回
路と、
　を備え、前記処理回路が、
　無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコルスタックからの無線広域ネットワーク（
ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタすることであって、ダウンリンク物理トランスポート
ブロックサイズ、アップリンクスケジューリング許可、自動再送要求（ＡＲＱ）ステータ
ス、および送信バッファステータスのうちの１つまたは複数をモニタすることを含む、モ
ニタすることと、
　前記ダウンリンク物理トランスポートブロックサイズ、発見されたアップリンクスケジ
ューリング許可、自動再送要求（ＡＲＱ）未処理ウィンドウサイズ、および発見された送
信バッファステータスのうちの１つまたは複数に関連する処理回路パフォーマンスレベル
を識別することと、
　前記処理回路の物理動作を制御するために、(a)前記モニタされた無線広域ネットワー
ク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報および(b) ダウンリンク物理トランスポートブロックサイ
ズ、アップリンクスケジューリング許可、自動再送要求（ＡＲＱ）ウィンドウサイズ、ま
たは送信バッファステータスのうちの少なくとも１つに応答して前記処理回路に提供され
る少なくとも１つのハードウェア動作パラメータを調整することと、
　を行うように構成された、モデムデバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書に開示される様々な特徴は無線通信システムに関連し、少なくともいくつかの
特徴はアクセス端末における処理回路のパフォーマンスレベル管理を容易にするための方
法およびデバイスに関連する。
【背景技術】
【０００２】
　無線信号を通して他のデバイスと通信する、ラップトップコンピュータ、パーソナルデ
ジタルアシスタントデバイス、モバイルまたはセルラ式電話、あるいはプロセッサを有す
る何らかの他のデバイスのようなアクセス端末が益々普及してきている。アクセス端末は
、典型的にはバッテリ電源式（battery-powered）であり、バッテリが供給できる電力の
量は制限されている。消費者が、クライアント端末上で稼働するパワフル(powerful)なア
プリケーション、特に娯楽メディアおよび撮像(imaging)アプリケーションを使用する場
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合、バッテリ電力の節約が重要である。
【０００３】
　電力を節約するためおよび／またはプロセッサの温度を下げるためのコンピュータアー
キテクチャで使用されることが多い１つの技法は、１または複数のプロセッサのパフォー
マンスレベルを管理することを含む。例えば、プロセッサのパフォーマンスレベルは動的
周波数スケーリングおよび／または動的電圧および周波数スケーリングによって管理され
得る。動的電圧および周波数スケーリングは、プロセッサを有するデバイスにおいて、プ
ロセッサのアクティビティに応答してプロセッサのクロッキング周波数、あるいはクロッ
キング周波数とプロセッサに供給される電圧の組み合わせを増加または減少させることに
より一般に実施される。例えば、付加的なまたはより少ないプロセッサリソースが現在の
アクティビティレートを満たすのに必要とされるかどうかを決定するために、プロセッサ
および／またはメモリバスアクティビティが、モニタされ得る。相対的により高いプロセ
ッサおよび／またはメモリバスアクティビティが測定された場合、動的電圧および周波数
スケーリング機能は、増大したアクティビティの需要をプロセッサが満足させることを可
能にするためにプロセッサに供給される電圧および／またはプロセッサのクロック周波数
を増加させ得る。逆に、相対的により低いプロセッサおよび／またはメモリバスアクティ
ビティが測定された場合、動的電圧および周波数スケーリング機能が、プロセッサに供給
される電圧および／またはプロセッサのクロック周波数を低減し得る。電力は、Ｃがクロ
ックサイクル毎にスイッチされるキャパシタンスであり、Ｖが電圧であり、ｆがスイッチ
ング周波数である式Ｃ・Ｖ２・ｆに従ってプロセッサで消散される（dissipated）ので、
周波数および／または電圧におけるこのような低減は、プロセッサによる低減された電力
消費をもたらし得る。
【０００４】
　プロセッサおよびメモリバスアクティビティをモニタするこのような従来の動的電圧お
よび周波数スケーリング機能は、アクセス端末における電力消費を低減可能であり得る。
しかしながら、このような従来の動的電圧および周波数スケーリング機能は高速コール（
high-speed　calls）のような高速データ送信シナリオ（scenario）では最適に機能し得
ない。例えば、現代の高速データコールシナリオでは、データが相対的に短い時間期間に
わたりアクセス端末およびアクセスノード間において転送され得る。データがアクセス端
末のバッファ上に長く留まりすぎる（例えば、制限された記憶容量を有するバッファから
より大きな記憶容量を有する記憶媒体へ十分に早く移動しない）場合、データはアクセス
端末で受信される後続のデータによって部分的に上書きされ得、その結果データの喪失を
もたらす。同様に、データが送信のために十分速く処理されない場合、アクセス端末は送
信期限を逃し得、それは潜在的にシステムの不安定性の原因になる。いくつかの従来のデ
ータ送信シナリオで、データが喪失したり送信期限が逃されたりする前にデータを処理す
るために利用可能なのは、ほんの数ミリ秒であり得る。
【０００５】
　プロセッサおよびメモリバスアクティビティレベルの測定（measurements）に依存する
従来の動的電圧および周波数スケーリング機能は、プロセッサパフォーマンスレベルを調
整する際、相対的に遅い応答性を有し得る。
【０００６】
　従って、プロセッサ要求の変化を識別し、プロセッサのパフォーマンスレベルをその変
化したプロセッサ要求を満たすように調整する際、比較的素早い応答性を可能にすること
によって、例えば、高速データ送信／受信シナリオ中に、より効果的にプロセッサのパフ
ォーマンスレベルを管理する解決策が必要である。
【発明の概要】
【０００７】
　アクセス端末における処理回路のパフォーマンスレベルを管理することは、無線広域ネ
ットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタすることで容易にされる。処理回路のア
クティビティレートおよびメモリバスのアクティビティレートが付加的にモニタされ得る
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。
【０００８】
　１つの特徴が、アクセス端末における処理回路のパフォーマンスレベル管理を容易にす
るように構成されるモデムデバイスを提供する。モデムデバイスはトランシーバのような
無線通信インタフェースを含み得る。メモリデバイスは、無線通信インタフェースに関す
る無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコルスタックを実施するように構成され得る
。処理回路は無線通信インタフェースおよびメモリデバイスに通信可能に結合され得る。
処理回路は、無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコルスタックからの無線広域ネッ
トワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタするように構成され得る。モニタされた無
線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報に応答し、処理回路は、処理回路に提供
される少なくとも１つの動作パラメータを調整し得る。そのような処理回路はモデムプロ
セッサを備え得る。
【０００９】
　無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタする一方、処理回路は、ダ
ウンリンク物理トランスポートブロックサイズ、アップリンクスケジューリング許可、自
動再送要求（ＡＲＱ）ウィンドウサイズ、または送信バッファステータスのうちの少なく
とも１つをモニタし得る。処理回路は、アクセス端末およびアクセスノード間において伝
達される１つまたは複数のシグナリング／制御メッセージに関するシグナリング／制御チ
ャネルをモニタすることで、無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタ
し得る。
【００１０】
　処理回路は、処理回路またはメモリデバイスに結合されたメモリバスのうちの少なくと
も１つのアクティビティレートを測定するようにさらに構成され得る。処理回路のアクテ
ィビティレートを測定することは、処理回路に関するアイドルなクロックサイクルの割合
を測定することを含み得る。メモリバスのアクティビティレートを測定することは、メモ
リバス上の読取／書込コマンドの量およびその読取／書込コマンドを実行するための平均
遅延時間を測定することを含み得る。処理回路は、無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プ
ロトコル情報に加えて、処理回路またはメモリバスのうちの少なくとも１つのアクティビ
ティレートに応答して処理回路に提供される少なくとも１つの動作パラメータを調整し得
る。
【００１１】
　処理回路に提供される少なくとも１つの動作パラメータは、処理回路に供給される電圧
または処理回路のクロック周波数のうちの少なくとも１つを含み得、処理回路は、処理回
路のクロック周波数が増加した場合には、処理回路に供給される電圧を増加させ、および
／または、処理回路に供給される電圧が減少した場合には、処理回路のクロック周波数を
減少させるように構成され得る。
【００１２】
　処理回路のパフォーマンスレベルを管理するための、モデムデバイスにおいて使用可能
な方法がまた、１つの特徴に従って提供される。例えば、無線広域ネットワーク（ＷＷＡ
Ｎ）プロトコル情報がモニタされ得る。モニタされた無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）
プロトコル情報に応答して、処理回路に提供される少なくとも１つの動作パラメータが調
整され得る。
【００１３】
　１つの特徴が、無線通信を送信するおよび／または受信するための手段を含むモデムデ
バイスを提供する。モデムデバイスはさらに、無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロト
コル情報をモニタするための手段を含み得る。モニタされた無線広域ネットワーク（ＷＷ
ＡＮ）プロトコル情報に応答して処理回路に提供される少なくとも１つの動作パラメータ
を調整するための複数の手段が提供される。
【００１４】
　１つの特徴に従って、プロセッサパフォーマンスレベルを管理するための、モデムデバ
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イス上で使用可能な１つまたは複数の命令を備える非一時的なプロセッサ読取可能媒体が
、提供される。プロセッサによって実行されると、１つまたは複数の命令は、プロセッサ
に、無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタさせ得る。１つまたは複
数の命令はさらに、プロセッサに、モニタされた無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロ
トコル情報に応答して処理回路に提供される少なくとも１つの動作パラメータを調整させ
得る。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】図１は、１つまたは複数のアクセス端末が通信ネットワーク内でどのように動作
し得るかを例示するブロック図である。
【図２】図２は、アクセス端末の一例を例示するブロック図である。
【図３】図３は、プロセッサパフォーマンスレベル管理を容易にするように構成された回
路またはデバイスを例示するブロック図である。
【図４】図４は、プロセッサパフォーマンスレベル管理を容易にするための回路またはデ
バイスの少なくともいくつかの機能的特徴を例示するブロック図である。
【図５】図５は、プロセッサパフォーマンスレベル管理を容易にするための、アクセス端
末において動作可能なモデムデバイスで使用可能な方法を例示する流れ図を例示する。
【図６】図６は、ダウンリンク物理トランスポートブロックサイズに関するＷＷＡＮプロ
トコルスタックをモニタするための、アクセス端末において動作可能なモデムデバイスで
使用可能な方法を図示する流れ図を例示する。
【図７】図７は、アップリンクスケジューリング許可に関するＷＷＡＮプロトコルスタッ
クをモニタするための、アクセス端末において動作可能なモデムデバイスで使用可能な方
法を図示する流れ図を例示する。
【図８】図８は、自動再送要求（ＡＲＱ）ステータスに関するＷＷＡＮプロトコルスタッ
クをモニタするための、アクセス端末において動作可能なモデムデバイスにおける方法動
作を図示する流れ図である。
【図９】図９は、送信バッファステータスに関するＷＷＡＮプロトコルスタックをモニタ
するための、アクセス端末において動作可能なモデムデバイスにおける方法動作を図示す
る流れ図を例示する。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下の説明では、説明される実施の十分な理解を提供するために特定の詳細が提示され
る。しかしながら、これらの実施がこれらの特定の詳細なくして実践され得ることが当業
者に理解されるべきである。例えば、不必要な詳細で実施を分かりにくくしないために回
路はブロック図で示される。他の例では、周知の回路、構造、および技法が、実施を分か
りにくくしないように詳細に示され得る。
【００１７】
　「例示的（exemplary）」という用語は、本明細書において、「例、実例、または例示
として提供する」という意味で使用される。「例示的」として本明細書に説明されている
任意の実施、または実施形態は、他の実施形態より有利、もしくは好まれると必ずしも解
釈されるべきではない。同様に、「実施形態」という用語は、全ての実施形態が、議論さ
れる動作のモード、利点、または特徴を含むということを要求しない。本明細書で使用さ
れるような「アクセスノード」および「アクセス端末」という用語は、広く解釈されるこ
とが意図されている。例えば、「アクセスノード」は通信またはデータネットワークへの
無線接続性（１つまたは複数のアクセス端末に関する）を容易にするデバイスを指し得る
。「アクセスノード」の例は、基地局、Ｎｏｄｅ－Ｂデバイス、フェムトセル、ピコセル
などを含み得る。さらに、「アクセス端末」は、モバイル電話、ページャ（pager）、無
線モデム、パーソナルデジタルアシスタント、パーソナル情報マネジャ（ＰＩＭ）、パー
ムトップコンピュータ、ラップトップコンピュータ、および／または少なくとも部分的に
無線またはセルラネットワークを通して通信する他のモバイル通信／コンピューティング
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デバイスを含み得る。
【００１８】
［概観］
　１つの特徴は、所望のプロセッサリソースにおける変化を識別するために、無線広域ネ
ットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコルスタックをモニタすることにより、１つまたは複数の
処理回路に関するパフォーマンスレベル管理を容易にするための装置および方法を提供す
る。アクセス端末は、処理回路とメモリバスに結合されたメモリデバイスを有するモデム
デバイスを含み得る。処理回路は、ＷＷＡＮプロトコル情報をモニタする（例えば、アク
ティビティ、トラフィック、および／またはＷＷＡＮプロトコルスタックの他の条件をモ
ニタする）ように構成され得る。ＷＷＡＮプロトコル情報をモニタすることに加えて、処
理回路はまた、処理回路のアクティビティレートおよび／またはメモリバスのアクティビ
ティレートをモニタするように構成され得る。処理回路はさらに、少なくとも、モニタさ
れたＷＷＡＮプロトコル情報に応答して、処理回路のパフォーマンスレベルを調整するか
どうか決定するように構成され得る。少なくとも１つの特徴によると、モデムデバイスは
、プロセッサリソースの増加または減少が必要になる前に、予期されたプロセッサ要求に
おける変化を識別することが可能であり得、その結果リソース要求に対する改善された応
答性をもたらす。一例では、プロセッサが通信またはモデムプロセッサであり得る。
【００１９】
［例示的なネットワーク環境］
　図１は、１つまたは複数のアクセス端末が通信ネットワーク内でどのように動作し得る
かを例示するブロック図である。通信ネットワーク１００は、サービス提供ネットワーク
１０６に通信可能に結合された１つまたは複数のアクセスノード１０２および１０４を含
み得る。サービス提供ネットワーク１０６は、加入者認証、セッションセットアップ、コ
ールルーティング（call　routing）、データ、またはコンテンツ配信などを容易にする
１つまたは複数のネットワーク基盤デバイスを含み得る。サービス提供ネットワーク１０
６はまた、異なる領域（territories）および／またはネットワークにわたりサービスを
提供するために他のネットワークに結合され得る。
【００２０】
　１つまたは複数のアクセス端末１０８、１１０、および１１２は、サービス提供ネット
ワーク１０６上でアクセスノード１０２および１０４を介して、サービスを取得し、およ
び／または通信し得る。３つのアクセス端末１０８、１１０、および１１２だけが図示さ
れているが、通信ネットワークシステム１００はいくつのアクセス端末でもサービス提供
し得ることが認識されるべきである。様々な実施によると、サービス提供ネットワーク１
０６は、アクセス端末１０８、１１０、および１１２への／からの、高データレートサー
ビスをサポートし得る。
【００２１】
　一例では、アクセス端末１０８、１１０、および１１２の１つ以上が、１つまたは複数
のプロセッサ（例えば、ＣＰＵ、モデムプロセッサ、通信プロセッサ、トランシーバデバ
イスなど）を含み得、処理回路のアクティビティレート、メモリバスのアクティビティレ
ート、および／または無線ＷＡＮ（ＷＷＡＮ）プロトコルスタックの１つまたは複数の特
性をモニタすることで１つまたは複数のプロセッサのパフォーマンスレベルを管理するた
めの１つまたは複数の技法を行うように構成され得る。例えば、ＷＷＡＮプロトコルスタ
ックは、アクセス端末に関する送信機および／または受信機チェーン（またはその一部）
に結合されたバッファであり得る。アクセス端末の１つまたは複数のプロセッサのパフォ
ーマンスは、ＷＷＡＮプロトコルスタックバッファにおいて認知された送信／受信アクテ
ィビティ（または他の特性）に基づいて、調整および／または修正され得る。
【００２２】
　アクセスポイントからアクセス端末への通信リンクまたはチャネルは、フォワードリン
クまたはダウンリンクと称されることが多いことに留意されたい。アクセス端末からアク
セスポイントへの通信リンクまたはチャネルは、リバースリンクまたはアップリンクと称
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され得る。
【００２３】
［例示的なアクセス端末］
　図２は、アクセス端末の一例を例示するブロック図である。アクセス端末２００は、各
々が共通データバス２０７に結合され得る、処理回路２０２、メモリデバイス２０４、お
よびモデムデバイス２０６を含み得る。モデムデバイス２０６は、メモリバス２１２に結
合されたモデムプロセッサ２０８および内部メモリデバイス２１０（例えば、バッファ）
を含み得、そのメモリバス２１２はまたデータバス２０７との相互接続性を可能にし得る
。メモリデバイス２０４およびモデムデバイス２０６の内部メモリデバイス２１０間にお
ける混同（confusion）を避けるために、メモリデバイス２０４は本明細書で外部メモリ
デバイス２０４と称され得る。モデムデバイス２０６はさらに、メモリバス２１２とアン
テナ２２０に結合されたトランシーバ２１４（例えば、送信機２１６および受信機２１８
モジュール）を含む。トランシーバ２１４は、無線通信インタフェースの少なくとも一部
を形成し得、「無線通信インタフェース」という用語の使用は本明細書において少なくと
もトランシーバ２１４を称す。
【００２４】
　処理回路２０２、モデムプロセッサ２０８、および／またはトランシーバ２１４は、１
つまたは複数の同時（concurrent）または連続（serial）データストリームを処理する、
アクセス端末２００へ送信する、および／またはアクセス端末２００から受信するように
動作する、送信チェーンおよび／または受信チェーンを形成し得る。一例では、各データ
ストリームが該当の送信／受信アンテナによって送信／受信され得る。送信されるデータ
に関して、モデムプロセッサ２０８は、符号化データを提供するために、各データストリ
ームに関するトラフィックデータを、そのデータストリームのために選択された特定の符
号化スキームに基づいて、フォーマット化、符号化、および／またはインタリーブするこ
とによりデータを変調し得る。同様に、受信されたデータに関して、モデムプロセッサ２
０８は、使用されている特定の符号化スキームに基づいて各データストリームに関するト
ラフィックデータを逆インタリーブする（de-interleaving）、復号する、および／また
は復元（extracting）することによりデータを復調し得る。トランシーバ２１４において
、送信機モジュール２１６は、１つまたは複数のアナログ信号を提供するためにデータス
トリームを処理し得、アンテナ２２０による送信に適した変調信号を提供するためにその
アナログ信号をさらに調整し得る（例えば、増幅、フィルタ、および／またはアップコン
バートし得る）。同様に、受信機モジュール２１８はアンテナ２２０から変調信号を受信
し得、受信された信号を調整し（例えば、フィルタ、増幅、および／またはダウンコンバ
ートし）、サンプルを提供するためにその調整された信号をデジタル化し、さらに、対応
する受信されたデータストリームを提供するためにそのサンプルを処理し得る。
【００２５】
　処理回路２０２は、アクセス端末２００上でアプリケーションを実行するアプリケーシ
ョンプロセッサ２２２のような１つまたは複数のプロセッサを含み得る。処理回路２０２
はまた１つまたは複数の入力／出力インタフェース２２４に結合され得る。入力／出力イ
ンタフェース２２４は、数あるインタフェースの中でもとりわけ、ディスプレイスクリー
ン、マイクロフォン、スピーカ、キーパッド、タッチスクリーン、およびそれらの組み合
わせを含み得る。
【００２６】
　少なくともいくつかの実施では、モデムプロセッサ２０８およびアプリケーションプロ
セッサ２２２が、同じ処理回路２０２、またはアクセス端末２００の同じ回路基板上に存
在し得る。他の実施では、モデムプロセッサ２０８およびアプリケーションプロセッサ２
２２が別個の回路基板上に位置し得る。例えば、モデムプロセッサ２０８は、アクセス端
末２００に接続（plug into）する独立したまたはリムーバブルな通信カードの一部であ
り得る。さらに、モデムプロセッサ２０８および／またはアプリケーションプロセッサ２
２２の各々は、単一のプロセッサまたは複数のプロセッサとして実施され得る。



(14) JP 5792398 B2 2015.10.14

10

20

30

40

50

【００２７】
　少なくともいくつかの実施によると、アクセス端末２００は高速データアクセス技術を
採用する３Ｇおよび／または４Ｇ無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）通信規格に準拠する
ように構成され得る。例えば、アクセス端末２００は、高速パケットアクセス（ＨＳＰＡ
）、進化型ＨＳＰＡ（ＨＳＰＡ+）、エボリューション－データオプティマイズド（Evolu
tion-Data Optimized）（ＥＶ－ＤＯ）、またはロングタームエボリューション（Long Te
rm Evolution）（ＬＴＥ）、およびそれらの組み合わせのようなＷＷＡＮ通信規格に準拠
するように構成され得る。
【００２８】
［ＷＷＡＮプロトコルスタック特性に基づく例示的なプロセッサ管理］
　アクセス端末２００の１つの特徴によると、モデムプロセッサ２０８および／または処
理回路２０２は、データを上書きすることおよび／または送信タイミング期限を逃すこと
を避けるために必要とされ得る処理リソースにおける識別された変化に応答して、モデム
プロセッサ２０８のパフォーマンスレベルを管理するように構成され得る。例えば、モデ
ムプロセッサ２０８は、モデムプロセッサ２０８に、アクセス端末の１つまたは複数の特
徴を測定／モニタさせ、その１つまたは複数の測定された／モニタされた特性に応答して
、モデムプロセッサ２０８に提供される少なくとも１つの動作パラメータを調整させるプ
ログラミングまたは実行可能なコードを実行するように構成され得る。限定ではなく例と
して、少なくとも１つの動作パラメータがモデムプロセッサ２０８に供給される電圧、モ
デムプロセッサ２０８のクロック周波数、またはそれらの組み合わせを含み得る。このよ
うなプログラミングまたは実行可能なコードは、プロセッサ読取可能媒体内に（例えば、
外部メモリデバイス２０４または内部メモリデバイス２１０内に）記憶され得、本明細書
では動的電圧および周波数スケーリング（ＤＶＦＳ）モジュール３０２と称され得る。少
なくとも１つの実施では、モデムプロセッサ２０８が、内部メモリデバイス２１０のよう
なメモリデバイスにおいて実施される、ＷＷＡＮプロトコルスタック３０８のような無線
広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタするように構成され得る。付加的
な実施では、モデムプロセッサ２０８がまた、モデムプロセッサ２０８のアクティビティ
レートおよび／またはメモリバス２１２のアクティビティレートをモニタするように構成
され得る。
【００２９】
　図３は、プロセッサパフォーマンスレベル管理を容易にするように構成された回路また
はデバイス（例えば、図２のアクセス端末２００および／またはモデムデバイス２０６に
おける）のブロック図を例示する。例示されているように、ＤＶＦＳモジュール３０２は
、処理回路３０１に、ＷＷＡＮプロトコルスタック３０８のようなＷＷＡＮプロトコル情
報をモニタさせるように構成され得る。処理回路３０１は、モデムプロセッサ２０８、ま
たは他の専用あるいは多目的処理回路であり得ることに留意されたい。さらに、ＤＶＦＳ
モジュール３０２は、同じ処理回路３０１またはある異なる処理回路に、モデムプロセッ
サ２０８のアクティビティレートおよび／またはメモリバス２１２のアクティビティレー
トをモニタさせるように構成され得る。ＷＷＡＮプロトコルスタック３０８から、ならび
にモデムプロセッサ２０８のアクティビティレートおよび／またはメモリバス２１２のア
クティビティレートからオプションで(optionally)、取得された情報に基づいて、ＤＶＦ
Ｓモジュール３０２は、モデムプロセッサ２０８のパフォーマンスを、上方に調整するか
、下方に調整するか、または、そのようなリソースを変えずにそのままに、させ得る。例
えば、ＤＶＦＳモジュール３０２は、モデムプロセッサ２０８に供給される電圧および／
またはモデムプロセッサ２０８のクロック周波数のような、モデムプロセッサ２０８に提
供される１つまたは複数の動作パラメータの調整（例えば、増加または減少）を引き起こ
し得る。
【００３０】
　上述したように、ＤＶＦＳモジュール３０２は、処理回路３０１（例えば、モデムプロ
セッサ２０８または別個のプロセッサ）に、モデムプロセッサ２０８のアクティビティレ
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ートをオプションでモニタさせ得る。モデムプロセッサ２０８のアクティビティレートは
、例えば、アイドルである、モデムプロセッサ２０８に関するクロックサイクルの割合を
含み得る。つまり、モデムプロセッサ２０８が所与の周波数で動作するとき、モデムプロ
セッサ２０８は、一部のクロックサイクル中はコマンドを処理することまたはデータの取
り出することにアクティブであり得、他のクロックサイクル中はアイドルであり得る。モ
デムプロセッサ２０８のアクティビティレートをモニタすると、ＤＶＦＳモジュール３０
２はクロックサイクルの何割がアイドルであるのか決定し得る。アイドルなサイクルの割
合があるしきい値を下回る場合、ＤＶＦＳモジュール３０２はプロセッサパフォーマンス
の増加が有益であると決定し得る。例えば、ＤＶＦＳモジュール３０２は、モデムプロセ
ッサ２０８のクロック周波数を増加させ得、モデムプロセッサ２０８に供給される電圧の
レベルを増加させ得、または周波数および電圧の組み合わせを増加させ得る。他方で、ア
イドルなサイクルの割合があるしきい値を上回る場合、ＤＶＦＳモジュール３０２はクロ
ック周波数および／または電圧レベルを低下さえ得、その結果増加した電力節約をもたら
す。
【００３１】
　オプションで、処理回路３０１（例えば、モデムプロセッサ２０８または別個のプロセ
ッサ）はまた、メモリバス２１２のアクティビティレートをモニタし得る。メモリバス２
１２のアクティビティレートはメモリバス２１２上の読取／書込コマンドの量を含み得る
。つまり、メモリバス２１２を介して伝達されているパケットの数である。メモリバス２
１２のアクティビティレートをモニタすることはまた、読取／書込コマンドが実行される
のにかかる平均時間をモニタすることを含み得る。メモリバス２１２上の読取／書込コマ
ンドが高い、および／または読取／書込コマンドを実行するための平均遅延時間があるし
きい値を上回る場合、ＤＶＦＳモジュール３０２はモデムプロセッサ２０８のパフォーマ
ンスレベルの増加（例えば、増加した周波数、電圧、またはその両方）を引き起こし得る
。
【００３２】
　同様に上述されているように、ＤＶＦＳモジュール３０２は、処理回路３０１（例えば
、モデムプロセッサ２０８または別個のプロセッサ）に、内部メモリデバイス２１０のよ
うなメモリデバイスにおいて実施されるＷＷＡＮプロトコルスタック３０８をモニタさせ
るように構成される。つまり、ＤＶＦＳモジュール３０２は、処理回路３０１に、ＷＷＡ
Ｎプロトコルスタック３０８の１つまたは複数の特性をモニタさせ得る。限定ではなく例
として、ＤＶＦＳモジュール３０２は、処理回路３０１に、ダウンリンク物理トランスポ
ートブロックサイズ３１２、アップリンクスケジューリング許可３１４、ダウンリンクお
よび／またはアップリンク自動再送要求（ＡＲＱ）ステータス３１６、送信バッファステ
ータス３１８、またはそれらのある組み合わせをモニタさせ得る。
【００３３】
［ダウンリンク情報に基づくプロセッサパフォーマンスの調整］
　１つの特徴によると、プロセッサパフォーマンスはダウンリンクに関する情報に基づい
て調整され得る。例えば、ＤＶＦＳモジュール３０２は、処理回路３０１（例えば、モデ
ムプロセッサ２０８または別個のプロセッサ）に、ダウンリンク物理トランスポートブロ
ックサイズ３１２をモニタさせ得る。ダウンリンク物理トランスポートブロックサイズ３
１２は、一般に、一緒に符号化されアクセス端末に送信されるべき、物理レイヤによって
受け入れられるデータのビット数を備える。アクセス端末によって受信されようとしてい
るトランスポートブロックのサイズを識別するトランスポートブロックサイズ３１２は、
シグナリング／制御チャネルを介してシグナリング／制御メッセージとしてアクセスノー
ドからアクセス端末へ伝達され得る。トランスポートブロックサイズ３１２を含むそのよ
うなシグナリング／制御メッセージは、典型的に、トランスポートブロック自体が送信さ
れる前に送られ、処理される。例えば、ＨＳＰＡでは、アクセス端末がトランスポートブ
ロックサイズ３１２のインジケーションを受信してからわずか１．２ミリ秒後に、トラン
スポートブロックを受信し得る。さらに、ＨＳＰＡでは、トランスポートブロック（例え
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ば、高速物理ダウンリンク共有チャネル（High-Speed Physical Downlink Shared Channe
l）（ＨＳ－ＰＤＳＣＨ））を搬送するデータチャネルが即刻処理され得ず、その結果ト
ランスポートブロックサイズ３１２のインジケーションが処理される時点（例えば、高速
共有制御チャネル（High Speed Shared Control CHannel）（ＨＳ－ＳＣＣＨ））と、ト
ランスポートブロックが処理される時点（例えば、ＨＳ－ＰＤＳＣＨ）との間で付加的な
遅延がもたらされる。トランスポートブロックサイズ３１２とトランスポートブロック自
体との間のそのような遅延（例えば、送信の合間の遅延と処理の合間の遅延）の組み合わ
せは、ＤＶＦＳモジュール３０２に、反応（react）するのに十分な時間を提供する。
【００３４】
　従って、ＤＶＦＳモジュール３０２は、処理回路に、間近のトランスポートブロックの
サイズを示す、アクセスノードからシグナリング／制御チャネルを介して送られたシグナ
リング／制御メッセージに関するＷＷＡＮプロトコルスタック３０８をモニタさせ得る。
ＤＶＦＳモジュール３０２がシグナリング／制御チャネルからトランスポートブロックサ
イズを示す情報を含むシグナリング／制御メッセージを受信した場合、ＤＶＦＳモジュー
ル３０２は、データの喪失（例えば、制限された記憶容量のバッファ（図２の内部メモリ
デバイス２１０）において、もしそのバッファからより大きな記憶容量（例えば、図２の
外部メモリデバイス２０４）の別の記憶媒体へと転送されない場合にデータが上書きされ
ること）のリスクを冒すことなくトランスポートブロックデータを処理できるパフォーマ
ンスレベルに、モデムプロセッサ２０８のパフォーマンスを調整し得る。
【００３５】
　少なくとも１つの特徴によると、ＤＶＦＳモジュール３０２は、トランスポートブロッ
クが正しく復号されない場合、次の（up-coming）トランスポートブロックデータを処理
するのに十分である望ましいプロセッサパフォーマンスレベルを推定するまたは予測する
ために、トランスポートブロックサイズ３１２を利用し得る。例えば、物理トランスポー
トブロックのサイズは、予期されたプロセッサ要求に対して決定可能な（determinable）
（または計算可能な（calculable））関係あるいは影響を有し得る。限定ではなく例とし
て、いくつかの実施に関して、物理トランスポートブロックのサイズは予期されたプロセ
ッサ要求に対して実質的に決定的な（deterministic）（例えば、直線）関係あるいは影
響を有することが発見された。つまり、物理トランスポートブロックのサイズが増加する
または減少すると、予期されたトランスポートブロックデータを適切に処理するのに必要
とされ得るプロセッサリソースは、トランスポートブロックサイズの増加または減少に比
例して増加または減少する。このような決定可能な関係（determinable relationship）
により、ＤＶＦＳモジュール３０２は、トランスポートブロックの受信に先立って所与の
トランスポートブロックサイズのトランスポートブロックデータを処理できる特定のプロ
セッサパフォーマンスレベルを計算することが可能であり得る。結果として、ＤＶＦＳモ
ジュール３０２は、プロセッサリソースの増加したまたは減少した使用を予想して、モデ
ムプロセッサ２０８のパフォーマンスレベル（例えば、モデムプロセッサ２０８に提供さ
れる動作パラメータ）を調整し得る。
【００３６】
［アップリンク情報に基づくプロセッサパフォーマンスの調整］
　１つの特徴によると、プロセッサパフォーマンスはまた、アップリンクに関する情報に
基づいて、調整され得る。例えば、ＤＶＦＳモジュール３０２は、処理回路３０１（例え
ば、モデムプロセッサ２０８または別個のプロセッサ）に、アップリンクスケジューリン
グ許可３１４をモニタさせ得る。ダウンリンク物理トランスポートブロックサイズ３１２
と同様に、アップリンク送信に関するモデムプロセッサ２０８のパフォーマンスレベルも
また、アップリンクスケジューリング許可３１４によって綿密に（closely）予測される
ことができる。アップリンクスケジューリング許可３１４は、一般に、通信ネットワーク
によりアクセス端末に割り当てられたアップリンク送信ブロックサイズを備える。アップ
リンクスケジューリング許可３１４は、シグナリング／制御チャネルを介してシグナリン
グ／制御メッセージとしてアクセスノードからアクセス端末へ伝達され得る。
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【００３７】
　従って、ＤＶＦＳモジュール３０２は、処理回路３０１に、アップリンクスケジューリ
ング許可３１４を備える、アクセスノードからシグナリング／制御チャネルを介して送ら
れたシグナリング／制御メッセージに関するＷＷＡＮプロトコルスタック３０８をモニタ
させ得る。アクセス端末は、アップリンクスケジューリング許可３１４によって識別され
た、割り当てられた帯域幅のすべてを使用するのに十分なほど大きいデータブロックを送
信し得ないが、ＤＶＦＳモジュール３０２は、最悪の場合のシナリオ（worst-case scena
rio）に対してプロセッサリソースを計画立てるためにアップリンクスケジューリング許
可３１４を使用し得る。つまり、ＤＶＦＳモジュール３０２は、最大送信ブロックサイズ
がアクセス端末によって利用された場合、所与の送信時間間隔内にデータを十分に処理で
きるレベルにモデムプロセッサ２０８のパフォーマンスを調整するために、最大の割り当
てられた送信ブロックサイズを識別する、アップリンクスケジューリング許可３１４から
の情報を使用し得る。
【００３８】
　上述したダウンリンク物理トランスポートブロックサイズと同様に、アップリンクスケ
ジューリング許可３１４によって示されたブロックサイズはプロセッサ要求との決定可能
な関係を有し得る。例えば、いくつかの実施では、アップリンクスケジューリング許可３
１４によって示されたブロックサイズがプロセッサ要求との実質的に決定的な（determin
istic）（例えば、線形(linear)）関係を有することが観測されている。つまり、アップ
リンクスケジューリング許可３１４によって割り当てられたブロックサイズが増加または
減少すると、トランスポートブロックデータを適切に処理するのに必要とされ得るプロセ
ッサリソースが比例的に増加または減少する。この決定可能な関係により、ＤＶＦＳモジ
ュール３０２は、プロセッサリソースの使用の実際の増加または減少に先立って、モデム
プロセッサ２０８にとって十分なパフォーマンスレベルを計算するためにアップリンクス
ケジューリング許可３１４からの情報を使用することが可能であり得る。その結果、ＤＶ
ＦＳモジュール３０２はプロセッサリソースの増加したまたは減少した使用を予想して、
モデムプロセッサパフォーマンスレベルを調整し得る。
【００３９】
［ＡＲＱ未処理ウィンドウ（Outstanding Window）に基づくプロセッサパフォーマンスの
調整］
　さらに別の特徴によると、ＤＶＦＳモジュール３０２は、処理回路３０１（例えば、モ
デムプロセッサ２０８または別個のプロセッサ）に、アップリンクおよび／またはダウン
リンク自動再送要求（ＡＲＱ）ステータス３１６をモニタさせ得る。ＡＲＱプロトコルは
、アップリンクおよびダウンリンク送信の両方でＷＷＡＮプロトコルスタックの無線リン
ク制御レイヤにおいて一般に展開（deployed in）される。特定のパケットが送信中に喪
失した場合、後続のパケットは順序を外れて届く。受信デバイスは、典型的に、すべての
順序を外れたパケットを蓄積（accumulate）し、そして喪失したパケットの成功した再送
信（successful retransmission）を待つ。再送信が成功した場合、受信デバイスはすべ
ての蓄積したパケットを再構成（reassemble）し得、そしてその再構成したパケットをプ
ロトコルスタックの上位レイヤへ転送し得る。典型的に、そのような再構成および上位レ
イヤへの転送はすべてのパケットを処理するために使用されるプロセッサリソースの急増
（spike）をもたらし得る。プロセッサリソースが十分でない場合、アクセス端末は待ち
時間（latency）の増加を経験し得、ユーザエクスペリエンスは低下（degraded）し得る
。
【００４０】
　少なくとも１つの実施では、ＤＶＦＳモジュール３０２が、プロセッサに現在の未処理
ウィンドウサイズをモニタさせることによって、ＡＲＱステータス３１６をモニタし得る
。つまり、ＤＶＦＳモジュール３０２は、蓄積されている、および喪失データパケットが
成功して再送信された場合、再構成されることになる順序外データ（out-of-sequence da
ta）の量を決定し得る。未処理ウィンドウサイズが大きくなると、ＤＶＦＳモジュール３
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０２は、順序外データパケットが受信された場合に、モデムプロセッサ２０８が著しい遅
延なくデータを十分に処理するができるようにするためにモデムプロセッサのパフォーマ
ンスレベルを増加させ得る。その結果、ＤＶＦＳモジュール３０２はプロセッサリソース
の増加した使用を予想して、モデムプロセッサ２０８のパフォーマンスレベルを調整し得
る。
【００４１】
［送信バッファステータスに基づくプロセッサパフォーマンスの調整］
　少なくとも１つの特徴によると、ＤＶＦＳモジュール３０２は、処理回路３０１（例え
ば、モデムプロセッサ２０８または別個のプロセッサ）に、送信バッファステータス３１
８をモニタさせ得る。送信バッファステータス３１８は、典型的に、アクセス端末におい
てアップリンク送信を待っているデータ量に関する、アクセス端末によってシグナリング
／制御チャネルを介してネットワークへ報告される情報を含む。ＨＳＰＡでは、このよう
な送信バッファステータスが従来「スケジューリング情報（scheduling　information）
」（ＳＩ）と称され、一方ＬＴＥでは、このような送信バッファステータスが従来「バッ
ファステータスレポート（buffer status report）」（ＢＳＲ）と称される。ネットワー
クは、アクセス端末へ割り当てられるおよびアップリンクスケジューリング許可によって
アクセス端末に通信されるアップリンク送信ブロックサイズを決定する際、送信バッファ
ステータス３１８を他のファクタとともに使用し得る。
【００４２】
　従って、ＤＶＦＳモジュール３０２は、処理回路に、送信バッファステータス３１８を
備える、アクセス端末からシグナリング／制御チャネルを介して送られたシグナリング／
制御メッセージに関するＷＷＡＮプロトコルスタック３０８をモニタさせ得る。ＤＶＦＳ
モジュール３０２は、最悪の場合のシナリオに対してプロセッサリソースを計画立てるた
めに送信バッファステータス３１８を使用し得る。つまり、ＤＶＦＳモジュール３０２は
、ネットワークが送信バッファステータス３１８によって識別されたデータの量の全体を
送信するのに十分なブロックサイズをアクセス端末に与える（grant）場合、所与の送信
時間間隔内にデータを十分に送信できるレベルにモデムプロセッサ２０８のパフォーマン
スレベルを調整するために、送信バッファステータス３１８からの情報を使用し得る。
【００４３】
　ダウンリンク物理トランスポートブロックサイズ３１２およびアップリンクスケジュー
リング許可３１４に関して上述したように、所与のブロックサイズでアクセス端末によっ
てアクセスノードに送信されるデータの量は、データを十分に処理するために望まれるプ
ロセッサリソースとの決定可能な関係を有する。いくつかの実施では、所与のブロックサ
イズでアクセス端末によってアクセスノードへ送信されるデータの量が、データを十分に
処理するために望まれるプロセッサリソースとの実質的に決定的な（例えば、直線）関係
を有することが観測された。この決定可能な関係により、ＤＶＦＳモジュール３０２は、
プロセッサリソースの使用の実際の増加／減少に先立って、モデムプロセッサ２０８にと
って十分なパフォーマンスレベルを確定（ascertain）するために、送信バッファステー
タス３１８からの情報を採用することが可能であり得る。その結果、ＤＶＦＳモジュール
３０２は、プロセッサリソースの増加した／減少した使用を予想して、モデムプロセッサ
パフォーマンスレベルを調整し得る。
【００４４】
　少なくとも１つの特徴によると、上述したように、ＤＶＦＳモジュール３０２によって
モニタされたＷＷＡＮプロトコルスタック３０８の情報のうちの少なくともいくつかは、
シグナリング／制御チャネルを介して送られたおよび受信されたメッセージをモニタする
ことによって取得され得る。従って、ＤＶＦＳモジュール３０２は、ＷＷＡＮプロトコル
スタック３０８に関する特定の情報を備えるシグナリング／制御メッセージを取得するた
めに、プロセッサに、シグナリング／制御チャネルをモニタさせ得る。
【００４５】
　１つまたは複数の特徴によると、様々な実施が、改善した電力節約を可能にし得る。特
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に、ＷＷＡＮプロトコルスタック３０８をモニタすることによって取得された情報はプロ
セッサリソース要求およびそのようなプロセッサリソース要求に関するタイミングの両方
を予測することの観点から正確であり得る。例えば、ＷＷＡＮプロトコルスタック３０８
から取得された情報は、どのくらいの処理リソースが必要とされ得るかを示し得（例えば
、トランスポートブロックサイズ３１２が要求された処理リソースとの決定可能な関係を
有する）、および予測されたリソースがいつ必要とされることになるかを示し得る（例え
ば、トランスポートブロックサイズ３１２が後続のダウンリンク送信時間間隔中に送られ
ることになるトランスポートブロックに関連する）。ＷＷＡＮプロトコルスタック３０８
をモニタすることから取得された情報は、ＤＶＦＳモジュール３０２がプロセッサリソー
ス要求を予測することを、そのようなプロセッサリソースが必要とされる前に可能にする
ので、ＤＶＦＳは、プロセッサリソースを調整することにより敏感であり得、その結果、
低アクティビティの期間中プロセッサリソースを低レベルで動作させることが可能であり
得る。つまり、ＤＶＦＳモジュール３０２が、増加したプロセッサリソースに関する需要
に、より迅速に反応できることで、ＤＶＦＳモジュール３０２は、従来のスケーリングモ
ジュールがデータ喪失および送信期限を逃すことのリスクを冒すことなく達成できるであ
ろうレベルよりもより低レベルで、相対的に低アクティビティの期間中プロセッサリソー
スを動作させることができる。その結果、電力節約は著しく最適化され得る。
【００４６】
　上で説明した実施では、ＤＶＦＳモジュール３０２が、モデムプロセッサ２０８に、モ
デムプロセッサ２０８のアクティビティレート、メモリバス２１２のアクティビティレー
ト、およびＷＷＡＮプロトコルスタック３０８をモニタさせるように構成されるように説
明されている。しかしながら、他の実施では、ＤＶＦＳモジュール３０２がモデムプロセ
ッサ２０８とは異なる別の処理回路（例えば、図２の処理回路２０２）に、モデムプロセ
ッサ２０８のアクティビティレート、メモリバス２１２のアクティビティレート、および
ＷＷＡＮプロトコルスタック３０８をモニタさせるように構成され得ることに留意された
い。
【００４７】
　図４は、プロセッサパフォーマンスレベル管理を容易にするためのアクセス端末の少な
くともいくつかの機能的特徴を例示するブロック図である。本明細書において例示される
それらの機能のいくつかまたはすべては、以下に記載するように、１つまたは複数のプロ
セッサ回路またはモジュールによって行われ得る。上述したように、アクセス端末および
／またはモデムデバイス（例えば、通信回路）は、通信回路（例えば、モデムプロセッサ
）の動作を動的に調整するために様々な機能を行うように構成され得る。
【００４８】
　ＷＷＡＮプロトコルスタックモニタリング機能４０４は、ＷＷＡＮプロトコルスタック
をモニタするようにおよびＷＷＡＮプロトコルスタックに関する情報を提供するように構
成され得る。例えば、ＷＷＡＮプロトコルスタックモニタリング機能４０４は、ダウンリ
ンク物理トランスポートブロックサイズ３１２、アップリンクスケジューリング許可３１
４、ダウンリンクおよび／またはアップリンク自動再送要求（ＡＲＱ）ステータス３１６
、送信バッファステータス３１８、またはそれらのいくつかの組み合わせをモニタするよ
うに構成され得る。ＷＷＡＮプロトコルスタックモニタリング機能４０４は、ＷＷＡＮプ
ロトコルスタックモニタリング機能４０４の様々な機能を行うように構成されるＷＷＡＮ
プロトコルスタックモニタリングモジュールを採用し得る。
【００４９】
　さらに、プロセッサモニタリング機能４０６は、プロセッサ（例えば、図２および図３
のモデムプロセッサ２０８のような）のアクティビティレートを測定するようにオプショ
ンで構成され得る。プロセッサモニタリング機能４０６は、このような機能を行う（carr
y out）ためにプロセッサモニタリングモジュールを採用し得る。
【００５０】
　メモリバスモニタリング機能４０８は、メモリバスのアクティビティレートを測定する
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ためにオプションで提供され得る。メモリバスモニタリング機能４０８は、メモリバスの
アクティビティレートに関する情報をＤＶＦＳモジュール４０２へ提供し得る。このよう
な機能は、メモリバスモニタリングモジュールを採用することによって実施され得る。
【００５１】
　動的電圧および周波数スケーリング機能４０２は、プロセッサパフォーマンスを調整す
るかどうか決定するためにＷＷＡＮプロトコルスタックモニタリング機能４０４、プロセ
ッサモニタリング機能４０６、および／またはメモリバスモニタリング機能４０８から取
得された情報を使用し得る。動的電圧および周波数スケーリング機能４０２が、プロセッ
サが調整されるべきであると決定する場合、プロセッサパフォーマンス調整機能４１０は
次にプロセッサを調整し得る。プロセッサパフォーマンス調整機能４１０は、プロセッサ
に提供される動作パラメータのうちの１つ以上を調整するためにプロセッサパフォーマン
ス調整モジュールを採用し得る。
【００５２】
［ＷＷＡＮプロトコル情報に基づいてプロセッサパフォーマンスを調整するための例示的
な方法］
　次に図５について、プロセッサパフォーマンスレベル管理を容易にするための、アクセ
ス端末において動作可能なモデムデバイスで使用可能な方法を例示する流れ図が示される
。この方法はＷＷＡＮプロトコル情報をモニタすること５０２を含み得る。例えば、ＷＷ
ＡＮプロトコルスタックがモニタされ得る。１つまたは複数の随意の特徴(optional feat
ures)によると、この方法はまた、処理回路のアクティビティレートを測定すること５０
４および／またはメモリバスのアクティビティレートを測定すること５０６を含み得る。
少なくともモニタされたＷＷＡＮプロトコル情報と、モニタされた場合には処理回路のア
クティビティレートおよび／またはメモリバスのアクティビティにも応答して、処理回路
に提供される少なくとも１つの動作パラメータを調整するかどうか決定され得る５０８。
少なくとも１つの動作パラメータは、処理回路に供給される電圧および／または処理回路
のクロック周波数を含み得る。処理回路に提供される少なくとも１つの動作パラメータを
調整することが決定された場合、次にモデムデバイスは１つまたは複数の動作パラメータ
に対して適切な調整を行い得る５１０。例えば、モデムデバイスは上方にまたは下方に、
処理回路に供給された電圧および／または処理回路のクロック周波数を調整し得る。他方
で、調整が望まれないと決定された場合、次に少なくとも１つの動作パラメータ（例えば
、電圧および／またはクロック周波数）は、変えられないままにされ得る５１２。５１０
または５１２の後に、方法は、ステップ５０２においてＷＷＡＮプロトコル情報を再びモ
ニタすることにより繰り返され得る。
【００５３】
　処理回路のアクティビティレートを測定すること５０４は、アイドルである、処理回路
についてのクロックサイクルの割合を測定することを含み得る。つまり、処理回路が所与
の周波数で動作すると、処理回路は一部のクロックサイクル中はコマンド処理することま
たはデータを取り出すことにアクティブに、他のクロックサイクル中はアイドルになるで
あろう。処理回路のアクティビティレートをモニタすることは、ゆえに、クロックサイク
ルの何割がアイドルであるか決定することを含み得る。アイドルなサイクルの割合がある
しきい値を下回る場合、プロセッサパフォーマンスの増加（例えば、電圧および／または
周波数の増加）が有益であり得る。他方で、アイドルなサイクルの割合があるしきい値を
上回る場合、プロセッサパフォーマンスの減少（例えば、電圧および／または周波数の低
減）が有益である。
【００５４】
　メモリバスのアクティビティレートを測定すること５０６は、メモリバス上の読取／書
込コマンドの量を測定することを含み得る。つまり、メモリバスを介して伝達されるパケ
ットの数である。付加的に／代替的に、メモリバスのアクティビティレートを測定するこ
とは、読取／書込コマンドが実行されるのにかかる平均時間を測定することを含み得る。
メモリバス上の読取／書込コマンドの量が高い、および／または読取／書込コマンドを実
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行するための平均遅延時間があるしきい値を上回る場合、プロセッサパフォーマンスの増
加（例えば、電圧および／または周波数の増加）が有益であり得る。
【００５５】
　ＷＷＡＮプロトコル情報をモニタすること５０２は、ＷＷＡＮプロトコルスタックの１
つまたは複数の特性をモニタすることを含み得る。限定ではなく例として、ＷＷＡＮプロ
トコルスタックをモニタすることは、ダウンリンク物理トランスポートブロックサイズ、
アップリンクスケジューリング許可、ダウンリンクおよび／またはアップリンク自動再送
要求（ＡＲＱ）ステータス、あるいは送信バッファステータス、ならびにそれらのいくつ
かの組み合わせをモニタすることを含み得る。図６－９は、ＷＷＡＮプロトコル情報から
の情報に基づくプロセッサパフォーマンスレベルの調整を例示する例示的な流れ図を示す
。示されたおよび説明された特定のパフォーマンスレベル管理技法は、限定するものでは
なく例としてのものであることは認識されるだろう。
【００５６】
　図６は、ＷＷＡＮプロトコル情報をモニタするための、アクセス端末において動作可能
なモデムデバイスで使用可能な方法を図示する流れ図を例示する。図示されるように、Ｗ
ＷＡＮプロトコル情報をモニタすることは、ダウンリンク物理トランスポートブロックサ
イズに関するＷＷＡＮプロトコルスタックをモニタすること６０２を含み得る。少なくと
もいくつかの実施では、ダウンリンク物理トランスポートブロックサイズをモニタするこ
とがトランスポートブロックサイズを示す情報を含むシグナリング／制御メッセージに関
するシグナリング／制御チャネルをモニタすることを含み得る。そのようなシグナリング
／制御メッセージを識別すると、後続のトランスポートブロックに関するトランスポート
ブロックサイズが、発見され得る（例えば、シグナリング／制御メッセージ内に含まれる
情報から）６０４。間近のトランスポートブロックに関するトランスポートブロックサイ
ズを知った（learn）後、発見されたトランスポートブロックサイズに関連するプロセッ
サパフォーマンスレベルが識別され得る６０６。前に説明したように、物理トランスポー
トブロックのサイズは、所望のプロセッサパフォーマンスレベルとの決定可能な関係を有
し得る。物理トランスポートブロックのサイズは、例えば、物理トランスポートブロック
のサイズが増加する／減少すると、トランスポートブロックデータを適切に処理するため
の所望のプロセッサパフォーマンスレベルが、このトランスポートブロックサイズの増加
／減少に比例して増加／減少するように、実質的に決定的な（例えば、直線）関係を有し
得る。
【００５７】
　図７は、ＷＷＡＮプロトコル情報をモニタするための、アクセス端末において動作可能
なモデムデバイスで使用可能な方法を図示する流れ図を例示する。図示されるように、Ｗ
ＷＡＮプロトコル情報をモニタすることはアップリンクスケジューリング許可に関するＷ
ＷＡＮプロトコルスタックをモニタすること７０２を含み得る。いくつかの実施では、ア
ップリンクスケジューリング許可に関するＷＷＡＮプロトコルスタックをモニタすること
が、アップリンクスケジューリング許可を示す情報を含むシグナリング／制御メッセージ
に関するシグナリング／制御チャネルをモニタすることを含み得る。上述したように、ア
ップリンクスケジューリング許可は、一般に、通信ネットワークによってアクセス端末に
割り当てられたアップリンク送信ブロックサイズを備える。アップリンクスケジューリン
グ許可を含むシグナリング／制御メッセージを識別すると、アップリンクスケジューリン
グ許可は発見され得る（例えば、シグナリング／制御メッセージ内に含まれる情報から）
７０４。最大の割り当てられた送信ブロックサイズを識別する、アップリンクスケジュー
リング許可からの情報は、最大送信ブロックサイズがアクセス端末によって利用される場
合、所与の送信時間間隔内でデータを十分に処理できるレベルにプロセッサパフォーマン
スを調整するために使用され得る。アップリンクスケジューリング許可はゆえに、関連す
るプロセッサパフォーマンスレベルを識別するために採用され得る７０６。例えば、アッ
プリンクスケジューリング許可によって示されたブロックサイズは、プロセッサ要求との
決定可能な関係を有し、そのことが、任意の所与のブロックサイズでプロセッサパフォー
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マンスレベルが予測されることを可能にしている。少なくとも１つの実施では、アップリ
ンクスケジューリング許可によって示されたブロックサイズがプロセッサ要求との実質的
に決定的な（例えば、直線）関係を有し得る。
【００５８】
　図８は、ＷＷＡＮプロトコル情報をモニタするための、アクセス端末において動作可能
なモデムデバイスで使用可能な方法を図示する流れ図を例示する。図示されるように、Ｗ
ＷＡＮプロトコル情報をモニタすることは自動再送要求（ＡＲＱ）ステータスに関するＷ
ＷＡＮプロトコルスタックをモニタすること８０２を含み得る。いくつかの実施では、Ａ
ＲＱステータスに関するＷＷＡＮプロトコルスタックをモニタすることが現在のＡＲＱ未
処理ウィンドウサイズを決定すること８０４を含み得る。つまり、蓄積され、そして喪失
したデータパケットが成功して再送信された場合に再構成されることになる順序外データ
の量が決定され得る。ＡＲＱ未処理ウィンドウサイズに関連するプロセッサパフォーマン
スレベルが識別され得る８０６。例えば、未処理ウィンドウサイズが大きくなると、所望
のプロセッサパフォーマンスレベルは処理回路に順序外データパケットが受信される場合
に、著しい遅延なしにデータを十分に処理することを可能にするために増加し得る。その
結果、プロセッサパフォーマンスレベルがプロセッサリソースの増加した使用を予想して
増加され得る。
【００５９】
　図９は、ＷＷＡＮプロトコル情報をモニタするための、アクセス端末において動作可能
なモデムデバイスで使用可能な方法を図示する流れ図を例示する。図示されるように、Ｗ
ＷＡＮプロトコル情報をモニタすることは送信バッファステータスに関するＷＷＡＮプロ
トコルスタックをモニタすること９０２を備え得る。いくつかの実施では、送信バッファ
ステータスに関するＷＷＡＮプロトコルスタックをモニタすることが、送信バッファステ
ータスを示す情報を含む、アクセス端末から発せられる（originating　at）シグナリン
グ／制御メッセージに関するシグナリング／制御チャネルをモニタすることを含み得る。
上述したように、送信バッファステータスは、典型的に、アクセス端末においてアップリ
ンク送信を待っているデータ量に関する情報を含む。それゆえに、送信バッファステータ
スを含むシグナリング／制御メッセージを識別すると、アクセス端末においてアップリン
ク送信を待っているデータ量に関する情報が発見され得る９０４。送信バッファステータ
スは、ネットワークがアクセス端末にデータの量の全体を送信するのに十分なブロックサ
イズを与える（grant）とき、所与の送信時間間隔内に送信バッファステータスによって
識別されたデータを十分に送信できるプロセッサパフォーマンスレベルを識別するために
、採用され得る９０６。例えば、送信バッファステータスは、プロセッサ要求との決定可
能な関係を有し得、プロセッサパフォーマンスレベルが任意の所与の送信バッファステー
タスに関して予測されることを可能にする。少なくとも１つの実施では、送信バッファス
テータスがプロセッサ要求との実質的に決定的な（例えば、直線）関係を有し得ることが
観測された。
【００６０】
　図１、２、３、４、５、６、７、８、および／または９に例示されたコンポーネント、
ステップ、特徴、および／または機能のうちの１つ以上は、単一のコンポーネント、ステ
ップ、特徴または機能へと再配置および／または組み合わせられ得る、あるいはいくつか
のコンポーネント、ステップ、または機能へと統合され得る。付加的なエレメント、コン
ポーネント、ステップ、および／または機能もまた、本発明から逸脱することなく追加さ
れ得る。図１、２、および／または３に例示された装置、デバイス、および／またはコン
ポーネントは、図４、５、６、７、８、および／または９に説明される方法、特徴、また
はステップのうちの１つ以上を行うように構成され得る。本明細書において説明される新
たなアルゴリズムもまた、ソフトウェアにおいて効果的に実施され得る、および／または
ハードウェアに組み込まれ得る。
【００６１】
　また、少なくともいくつかの実施が、フローチャート、流れ図、構造図、またはブロッ
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ク図として図示されるプロセスとして説明されていることに留意されたい。フローチャー
トは、連続的なプロセスとして動作を説明し得るが、動作の多くは並行してまたは同時に
行われ得る。さらに、動作の順序は再配置され得る。プロセスは、その動作が完了すると
終了する。プロセスは、方法、関数、プロシージャ、サブルーチン、サブプログラムなど
に対応し得る。プロセスが機能に対応する場合、その終了は、呼出機能または主要機能に
機能が戻ることに対応する。
【００６２】
　さらに、実施形態は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、
マイクロコード、またはそれらの任意の組み合わせによって実施され得る。ソフトウェア
、ファームウェア、ミドルウェア、またはマイクロコードにおいて実施される場合、必要
なタスクを行うプログラムコードまたはコードセグメントは、記憶媒体または他の（１つ
または複数の）記憶装置のような非一時的な機械読取可能媒体に記憶され得る。プロセッ
サは必要なタスクを行い得る。コードセグメントは、プロシージャ、関数、サブプログラ
ム、プログラム、ルーチン、サブルーチン、モジュール、ソフトウェアパッケージ、クラ
ス、あるいは、命令、データ構造、またはプログラムセグメントの任意の組み合わせを表
し得る。コードセグメントは、情報、データ、アーギュメント、パラメータ、またはメモ
リコンテンツをパス（pass）すること、および／または受信することによって別のコード
セグメントまたはハードウェア回路に結合され得る。情報、アーギュメント、パラメータ
、データなどは、メモリ共有、メッセージパッシング（message passing）、トークンパ
ッシング（token passing）、ネットワーク送信などを含む任意のふさわしい手段を介し
て、パスされ、転送され、または送信され得る。
【００６３】
　本明細書に開示された例に関連して説明された様々な実例となる論理ブロック、モジュ
ール、回路、エレメント、および／またはコンポーネントは、汎用プロセッサ、デジタル
シグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログ
ラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログラマブル論理コンポーネント、ディ
スクリートゲートまたはトランジスタ論理、ディスクリートハードウェアコンポーネント
、あるいは本明細書に説明された機能を行うように設計されたそれらの任意の組み合わせ
で、実施または行われ得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代替で
は、プロセッサが任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、また
はステートマシンであり得る。プロセッサはまた、コンピューティングコンポーネントの
組み合わせ、例えば、ＤＳＰと、１つのマイクロプロセッサ、複数のマイクロプロセッサ
、ＤＳＰコアとつないだ１つまたは複数のマイクロプロセッサ、または何らかの他のその
ような構成のものとの組み合わせ、として実施され得る。
【００６４】
　本明細書に開示されている例に関連して説明される方法またはアルゴリズムは、処理ユ
ニット、プログラミング命令、または他の指示の形式で、ハードウェアにおいて、プロセ
ッサによって実行可能なソフトウェアモジュールにおいて、または両方の組み合わせにお
いて直接的に具現化され得、単一のデバイスに含まれ得る、あるいは複数のデバイスにわ
たり割り振られ得る。ソフトウェアモジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、Ｒ
ＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）メモリ、レジスタ、ハードデ
ィスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または当該技術で既知の任意の他の形式
の記憶媒体内に存在し得る。記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、お
よび記憶媒体に情報を書き込むことができるように、プロセッサに結合され得る。代替え
として、記憶媒体はプロセッサに統合され得る。
【００６５】
　さらに、記憶媒体は、読取専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）
、磁気ディスク記憶媒体、光学記憶媒体、フラッシュメモリデバイスおよび／または他の
機械読取可能媒体、プロセッサ読取可能媒体、ならびに／あるいは情報を記憶するための
コンピュータ読取可能媒体を含む、データを記憶するための１つまたは複数のデバイスを
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表し得る。「機械読取可能媒体」、「コンピュータ読取可能媒体」、および／または「プ
ロセッサ読取可能媒体」という用語は、ポータブルまたは固定の記憶デバイス、光学記憶
デバイス、ならびに、（１つまたは複数の）命令および／またはデータを記憶、包含、あ
るいは搬送できる様々な他の媒体を、それらに限定されるのでなく、含み得る。従って、
本明細書で説明される様々な方法が、「機械読取可能媒体」、「コンピュータ読取可能媒
体」、および／または「プロセッサ読取可能媒体」において記憶され得る命令および／ま
たはデータによって部分的に、あるいは完全に実施され得、１つまたは複数のプロセッサ
、機械、および／またはデバイスによって実行され得る。
【００６６】
　当業者はさらに、本明細書に開示された実施形態と関連して説明されている様々な実例
となる論理ブロック、モジュール、回路、およびアルゴリズムステップが、電子ハードウ
ェア、コンピュータソフトウェア、または両方の組み合わせとして実施され得ることを認
識するであろう。ハードウェアおよびソフトウェアのこの互換性を明確に例示するために
、様々な実例となるコンポーネント、ブロック、モジュール、回路、およびステップが、
一般にそれらの機能性の観点から上に説明されている。そのような機能が、ハードウェア
として実施されるかまたはソフトウェアとして実施されるかは、特定のアプリケーション
およびシステム全体に課せられる設計制約に依存する。
【００６７】
　本明細書で説明される発明の様々な特徴は、本発明から逸脱することなく異なるシステ
ムで実施され得る。前述の実施形態は、単なる例であり、本発明を限定するように解釈さ
れるべきでないことに留意されたい。実施形態の説明は、実例となるものであり、特許請
求の範囲を限定するものでないことが意図されている。そのようなものとして、本願の教
示には、他のタイプの装置および多くの代替、改良、および変形が容易に適用され得るこ
とは当業者には明白であるだろう。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１]
　アクセス端末において動作可能なモデムデバイスであって、
　無線通信インタフェースと、
　前記無線通信インタフェースに関する無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコルス
タックを実施するように構成されたメモリデバイスと、
　前記無線通信インタフェースおよび前記メモリデバイスに通信可能に結合された処理回
路であって、
　　前記無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコルスタックからの無線広域ネットワ
ーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタし、
　　前記モニタされた無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報に応答して、前
記処理回路に提供される少なくとも１つの動作パラメータを調整する
　ように構成された、処理回路と、
　を備える、モデムデバイス。
[Ｃ２]
　前記処理回路が、モデムプロセッサを備える、Ｃ１に記載のモデムデバイス。
[Ｃ３]
　前記処理回路がさらに、
　前記処理回路または前記メモリデバイスに結合されたメモリバスのうちの少なくとも１
つのアクティビティレートを測定し、
　前記無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報に加えて、前記処理回路または
前記メモリバスのうちの前記少なくとも１つの前記アクティビティレートに応答して、前
記処理回路に提供される前記少なくとも１つの動作パラメータを調整する、
　ように構成される、Ｃ１に記載のモデムデバイス。
[Ｃ４]
　前記処理回路が、前記処理回路に関するアイドルなクロックサイクルの割合を測定する
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ことによって前記処理回路の前記アクティビティレートを測定するように構成される、Ｃ
３に記載のモデムデバイス。
[Ｃ５]
　前記処理回路が、前記メモリバス上の読取／書込コマンドの量と前記読取／書込コマン
ドを実行するための平均遅延時間を測定することによって前記メモリバスの前記アクティ
ビティレートを測定するように構成される、Ｃ３に記載のモデムデバイス。
[Ｃ６]
　前記処理回路が、ダウンリンク物理トランスポートブロックサイズ、アップリンクスケ
ジューリング許可、自動再送要求（ＡＲＱ）ウィンドウサイズ、または送信バッファステ
ータスのうちの少なくとも１つをモニタすることによって、前記無線広域ネットワーク（
ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタするように構成される、Ｃ１に記載のモデムデバイス
。
[Ｃ７]
　前記処理回路が、前記モデムデバイスおよびアクセスノード間において伝達される１つ
または複数のシグナリング／制御メッセージに関するシグナリング／制御チャネルをモニ
タすることによって、前記無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタす
るように構成される、Ｃ１に記載のモデムデバイス。
[Ｃ８]
　前記処理回路がさらに、前記モニタされた無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコ
ル情報に基づいて、前記処理回路に提供される前記少なくとも１つの動作パラメータを調
整するかどうか決定するように構成される、Ｃ１に記載のモデムデバイス。
[Ｃ９]
　前記処理回路が、処理回路リソースの使用の増加を予想して、前記処理回路に提供され
る前記少なくとも１つの動作パラメータを調整するかどうか予測するように構成される、
Ｃ８に記載のモデムデバイス。
[Ｃ１０]
　前記処理回路に提供される前記少なくとも１つの動作パラメータが、前記処理回路に供
給される電圧または前記処理回路のクロック周波数のうちの少なくとも１つを含む、Ｃ１
に記載のモデムデバイス。
[Ｃ１１]
　前記処理回路は、前記処理回路の前記クロック周波数が増加する場合、前記処理回路に
供給される前記電圧を増加させるように構成される、Ｃ１０に記載のモデムデバイス。
[Ｃ１２]
　前記処理回路は、前記処理回路に供給される前記電圧が減少する場合、前記処理回路の
前記クロック周波数を減少させるように構成される、Ｃ１０に記載のモデムデバイス。
[Ｃ１３]
　処理回路のパフォーマンスレベルを管理するための、モデムデバイスにおいて使用可能
な方法であって、前記方法は、
　無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコルスタックからの無線広域ネットワーク（
ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタすることと、
　前記モニタされた無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報に応答して前記処
理回路に提供される少なくとも１つの動作パラメータを調整することと、
　を備える、方法。
[Ｃ１４]
　処理回路またはメモリバスのうちの少なくとも１つのアクティビティレートを測定する
ことと、
　前記無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報に加えて、前記処理回路または
前記メモリバスの前記少なくとも１つの前記アクティビティレートの前記少なくとも１つ
に応答して前記処理回路に提供される前記少なくとも１つの動作パラメータを調整するこ
とと、
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　をさらに備える、Ｃ１３に記載の方法。
[Ｃ１５]
　前記処理回路の前記アクティビティレートを測定することが、前記処理回路に関するア
イドルなクロックサイクルの割合を測定することを備える、Ｃ１４に記載の方法。
[Ｃ１６]
　前記メモリバスの前記アクティビティレートを測定することが、前記メモリバス上の読
取／書込コマンドの量、および前記読取／書込コマンドを実行するための平均遅延時間を
測定することを備える、Ｃ１４に記載の方法。
[Ｃ１７]
　前記無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタすることが、ダウンリ
ンク物理トランスポートブロックサイズ、アップリンクスケジューリング許可、自動再送
要求（ＡＲＱ）ウィンドウサイズ、または送信バッファステータスのうちの少なくとも１
つをモニタすることを含む、Ｃ１３に記載の方法。
[Ｃ１８]
　前記無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタすることが、
　ダウンリンク物理トランスポートブロックサイズに関する前記無線広域ネットワーク（
ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタすることと、
　前記ダウンリンク物理トランスポートブロックサイズを発見することと、
　前記発見されたダウンリンク物理トランスポートブロックサイズに関連する処理回路パ
フォーマンスレベルを識別することと、
　を含む、Ｃ１７に記載の方法。
[Ｃ１９]
　前記無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタすることが、
　アップリンクスケジューリング許可に関する無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロト
コル情報をモニタすることと、
　前記アップリンクスケジューリング許可を発見することと、前記発見されたアップリン
クスケジューリング許可に関連する処理回路パフォーマンスレベルを識別することと、
　を含む、Ｃ１７に記載の方法。
[Ｃ２０]
　前記無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタすることが、
　自動再送要求（ＡＲＱ）ステータスに関する前記無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プ
ロトコル情報をモニタすることと、
　自動再送要求（ＡＲＱ）未処理ウィンドウサイズを決定することと、
　前記自動再送要求（ＡＲＱ）未処理ウィンドウサイズに関連する処理回路パフォーマン
スレベルを識別することと、
　を含む、Ｃ１７に記載の方法。
[Ｃ２１]
　前記無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタすることが、
　送信バッファステータスに関する前記無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情
報をモニタすることと、
　前記送信バッファステータスを発見することと、
　前記発見された送信バッファステータスに関連する処理回路パフォーマンスレベルを識
別することと、
　を含む、Ｃ１７に記載の方法。
[Ｃ２２]
　前記無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタすることが、前記モデ
ムデバイスおよびアクセスノード間において伝達される１つまたは複数のシグナリング／
制御メッセージに関するシグナリング／制御チャネルをモニタすることを含む、Ｃ１３に
記載の方法。
[Ｃ２３]
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　前記モニタされた無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報に基づいて、前記
処理回路に提供される前記少なくとも１つの動作パラメータを調整するかどうかを決定す
ることをさらに備える、Ｃ１３に記載の方法。
[Ｃ２４]
　前記処理回路に提供される前記少なくとも１つの動作パラメータを調整するかどうかを
決定することは、処理回路リソースの使用の増加を予想して、前記処理回路に提供される
前記少なくとも１つの動作パラメータを調整するかどうか予測することを備える、Ｃ２３
に記載の方法。
[Ｃ２５]
　前記処理回路に提供される前記少なくとも１つの動作パラメータを調整することは、前
記処理回路に供給される電圧または前記処理回路のクロック周波数のうちの少なくとも１
つを上方にまたは下方に調整することを備える、Ｃ１３に記載の方法。
[Ｃ２６]
　前記処理回路の前記クロック周波数が増加する場合、前記処理回路に供給される前記電
圧を増加させることをさらに備える、Ｃ２５に記載の方法。
[Ｃ２７]
　前記処理回路に供給される前記電圧が減少する場合、前記処理回路の前記クロック周波
数を減少させることをさらに備える、Ｃ２５に記載の方法。
[Ｃ２８]
　無線端末において動作可能なモデムデバイスであって、
　無線通信を送信することまたは受信することのうちの少なくとも１つのための手段と、
　無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコルスタックからの無線広域ネットワーク（
ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタするための手段と、
　前記モニタされた無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報に応答して処理回
路に提供される少なくとも１つの動作パラメータを調整するための手段と、
　を備える、モデムデバイス。
[Ｃ２９]
　前記処理回路が、モデムプロセッサを備える、Ｃ２８に記載のモデムデバイス。
[Ｃ３０]
　前記処理回路またはメモリバスのうちの少なくとも１つのアクティビティレートを測定
するための手段と、
　前記モニタされた無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報に加えて、前記処
理回路または前記メモリバスのうちの前記少なくとも１つの前記アクティビティレートに
応答して前記処理回路に提供される前記少なくとも１つの動作パラメータを調整するため
の手段と、
　をさらに備える、Ｃ２８に記載のモデムデバイス。
[Ｃ３１]
　前記処理回路の前記アクティビティレートを測定する場合、前記処理回路に関するアイ
ドルなクロックサイクルの割合を測定するための手段をさらに備える、Ｃ３０に記載のモ
デムデバイス。
[Ｃ３２]
　前記メモリバスの前記アクティビティレートを測定することが備える場合、前記メモリ
バス上の読取／書込コマンドの量および前記読取／書込コマンドを実行するための平均遅
延時間を測定するための手段をさらに備える、Ｃ３０に記載のモデムデバイス。
[Ｃ３３]
　前記無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタする場合、ダウンリン
ク物理トランスポートブロックサイズ、アップリンクスケジューリング許可、自動再送要
求（ＡＲＱ）ウィンドウサイズ、または送信バッファステータスのうちの少なくとも１つ
をモニタするための手段をさらに備える、Ｃ２８に記載のモデムデバイス。
[Ｃ３４]
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　前記無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタする場合、前記モデム
デバイスおよびアクセスノード間において伝達される１つまたは複数のシグナリング／制
御メッセージに関するシグナリング／制御チャネルをモニタするための手段をさらに備え
る、Ｃ２８に記載のモデムデバイス。
[Ｃ３５]
　処理回路リソースの使用の増加を予想して、前記処理回路に提供される前記少なくとも
１つの動作パラメータを調整するかどうか予測するための手段をさらに備える、Ｃ２８の
モデムデバイス。
[Ｃ３６]
　前記処理回路に供給される電圧または前記処理回路のクロック周波数のうちの少なくと
も１つを上方にまたは下方に調整するための手段をさらに備える、Ｃ２８に記載のモデム
デバイス。
[Ｃ３７]
　プロセッサパフォーマンスレベルを管理するための、モデムデバイスにおいて使用可能
な１つまたは複数の命令を備えるプロセッサ読取可能媒体であって、
　前記１つまたは複数の命令は、プロセッサによって実行されると、前記プロセッサに、
　無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコルスタックからの無線広域ネットワーク（
ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタすることと、
　前記モニタされた無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報に応答して処理回
路に提供される少なくとも１つの動作パラメータを調整することと、
　をさせる、プロセッサ読取可能媒体。
[Ｃ３８]
　前記処理回路がモデムプロセッサを備える、Ｃ３７に記載のプロセッサ読取可能媒体。
[Ｃ３９]
　前記プロセッサによって実行されると、前記プロセッサに、
　処理回路またはメモリバスのうちの少なくとも１つのアクティビティレートを測定する
ことと、
　前記無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報に加えて、前記処理回路または
前記メモリバスのうちの前記少なくとも１つの前記アクティビティレートに応答して前記
処理回路に提供される前記少なくとも１つの動作パラメータを調整することと、
　をさせる、前記モデムデバイス上で使用可能な１つまたは複数の命令をさらに備える、
Ｃ３７に記載のプロセッサ読取可能媒体。
[Ｃ４０]
　前記プロセッサに、前記処理回路の前記アクティビティレートを測定させる、前記モデ
ムデバイス上で使用可能な前記１つまたは複数の命令が、前記プロセッサに、前記処理回
路のアイドルなクロックサイクルの割合を測定させる、前記モデムデバイス上で使用可能
な１つまたは複数の命令を備える、Ｃ３９に記載のプロセッサ読取可能媒体。
[Ｃ４１]
　前記プロセッサに、前記メモリバスの前記アクティビティレートを測定させる、前記モ
デムデバイス上で使用可能な前記１つまたは複数の命令が、前記プロセッサに、前記メモ
リバス上の読取／書込コマンドの量および前記読取／書込コマンドを実行するための平均
遅延時間を測定させる、前記モデムデバイス上で使用可能な１つまたは複数の命令を備え
る、Ｃ３９に記載のプロセッサ読取可能媒体。
[Ｃ４２]
　前記プロセッサに、前記無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタさ
せる、前記モデムデバイス上で使用可能な前記１つまたは複数の命令が、前記プロセッサ
に、ダウンリンク物理トランスポートブロックサイズ、アップリンクスケジューリング許
可、自動再送要求（ＡＲＱ）ウィンドウサイズ、または送信バッファステータスのうちの
少なくとも１つをモニタさせる、前記モデムデバイス上で使用可能な１つまたは複数の命
令を備える、Ｃ３７に記載のプロセッサ読取可能媒体。
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[Ｃ４３]
　前記プロセッサに、前記無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報をモニタさ
せる、前記モデムデバイス上で使用可能な前記１つまたは複数の命令が、前記プロセッサ
に、前記モデムデバイスおよびアクセスノード間において伝達される１つまたは複数のシ
グナリング／制御メッセージに関するシグナリング／制御チャネルをモニタさせる、前記
モデムデバイス上で使用可能な１つまたは複数の命令を備える、Ｃ３７に記載のプロセッ
サ読取可能媒体。
[Ｃ４４]
　前記プロセッサに、前記無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）プロトコル情報に応答して
前記処理回路に提供される前記少なくとも１つの動作パラメータを調整するかどうか決定
させる、前記モデムデバイス上で使用可能な１つまたは複数の命令をさらに備える、Ｃ３
７に記載のプロセッサ読取可能媒体。
[Ｃ４５]
　前記プロセッサに、前記処理回路に提供される前記少なくとも１つの動作パラメータを
調整するかどうか決定させる、前記モデムデバイス上で使用可能な前記１以上の命令が、
前記プロセッサに、プロセッサリソースの使用の増加を予想して、前記処理回路に提供さ
れる前記少なくとも１つの動作パラメータを調整させるかどうか予測させる、前記モデム
デバイス上で使用可能な１つまたは複数の命令を備える、Ｃ４４に記載のプロセッサ読取
可能媒体。
[Ｃ４６]
　前記プロセッサに、前記少なくとも１つの動作パラメータを調整させる、前記モデムデ
バイス上で使用可能な前記１つまたは複数の命令が、前記プロセッサに、前記処理回路に
供給される電圧または前記処理回路のクロック周波数のうちの少なくとも１つを上方にま
たは下方に調整させる、前記モデムデバイス上で使用可能な１つまたは複数の命令を備え
る、Ｃ３７に記載のプロセッサ読取可能媒体。
【図１】 【図２】
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